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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
本研究は、国際的な企業等の経営に関わる標準であるＩＳＯシリーズに対して、デミングによる統計

的品質管理に始まる日本的な品質管理手法や経営手法がある中で、これらのシステムを如何に活用すれ

ばよいのか、特に中小企業を指導する上では大きな課題となっている。多くの中小企業は、ＩＳＯシリ

ーズを導入したものの、その効果に疑問を持ち或いは維持する為の経費に無駄を漠然と感じ、撤退する

トレンドが生まれつつある。一方で、ＩＳＯシリーズだけでは不十分であるとの指摘もあり、日本的経

営手法がこれを補っているという指摘もある。 

 本研究は、中小企業にとって望ましい経営システムの在り方を提示すべく、中小企業の実態を調査す

るとともに、ＩＳＯ、日本的経営手法、中小企業経営者のニーズの三者間の関係性を分析した。経営全

体の中で、経営者の俯瞰的能力なども考慮に入れた場合、それぞれの機能の必要性、代替性、補完性に

ついて確認するとともに、経営者が求めている機能および結果を満足する新たなと中小企業のためのト

ータルマネジメントシステム（ＴＭＳ）の構築を行ったものである。 

 日本的経営では対応できない経営機能でＩＳＯが補完しているもの、ＩＳＯが補完しているが規定ど

おりの内容では中小企業にとってはオーバースペックであるもの、経営者の俯瞰的能力でしか機能が期

待できないものなど、経営の各機能毎に分類し、その内容を設定した。 

 本研究を実施するにあたっては、研究者本人の過去の経営の実践的事例を分析するとともに、多様な

過去の中小企業経営相談の情報、また、新たに経営者に行ったインタビューによりその内容を検証する

とともに、妥当性を確認している。 

 本研究が、今後の中小企業経営の効率的な機能発揮に貢献することは大いに期待されるし、その為の

本研究の実践的具体化が待たれる。 
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２.審査の経過と結果 
（１）平成２５年７月１０日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、5 名がその審査委員と

 して指名された。 
（２）平成２５年８月２２日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成２５年９月 ４日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 
 


